平成２３年度　６月補正予算　　　支出科目　款：農林水産費　項：林業費　目：森林整備費
	事業名:森林整備地域活動支援交付金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　林政部　森林整備課　間伐担当　電話番号：058-272-1111（内3194）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11515@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額（積立金）：73,215千円
（現計予算額：    762千円　　　補正後予算額： 73,977千円）
補正要求額（交付金）：85,000千円

（現計予算額：256,000千円　　　補正後予算額：341,000千円）
	要求内容


	１　要求の内容


　　森林の有する多面的機能の持続的な発揮を図るため、森林所有者等による計画的かつ一体的な森林の施行が行われるよう、「施業集約化の促進」及び「作業路網の改良活動」をさらに進め、利用間伐の促進を図る。

　　また、平成２３年度に制度改正され、事業内容の詳細が明らかになったことや各対象行為の単価が国費単価以下の場合は国費のみで実施可能となったことから、各対象行為の必要額を見直し地域活動の確保を図る。

	２　所要経費


（１）基金積立金
　①基金積立金　　　  　　　　0千円　→　 73,000千円

　②基金運用益　　　　　　　762千円　→　　  977千円　

（２）交付金事業
　　施業集約化の促進等　256,000千円　→　341,000千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
　１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
　・森林の集約化と間伐が進んでいない地域において、森林所有者が境界明確にする取組を促進する。

　・林業会社等と森林所有者との長期施業受託などにより、施業の集約化を促進する。

	２　これまでの取組状況


　平成１４年度の制度スタートにより県内各地で森林の現況調査、施業実施区域の明確化、歩道の整備、境界の明確化、森林の被害状況等確認が実施された。平成２２年度は２７市町村で３２８件の協定による地域活動が行われた。
	３　これまでの取組に対する評価


　森林の現況調査への支援により森林施業計画の樹立面積が増加した。また、施業実施区域の明確化作業等への支援により、間伐等の森林施業を促進することができた。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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	補正

要求額
	158,215
	73,000
	
	
	215
	
	
	
	85,000

	決定額
	158,215
	73,000
	
	
	215
	
	
	
	85,000


